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町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
昨
年
１
月
に
町
民
の
皆
様
の
負
託

を
受
け
町
長
に
就
任
し
て
以
来
、
間
も
な
く
１
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
町
政
の
推

進
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

対
し
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
社
会
情
勢
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
円
高
・
デ
フ
レ
に
よ
り
息
切
れ
状
態
に
あ
っ
た

日
本
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
３
本
の
矢
と
呼
ば

れ
る
金
融
政
策
、
財
政
政
策
、
成
長
戦
略
に
よ
り
、

一
部
で
は
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
よ
う
に

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
消
費

税
増
税
に
よ
り
国
民
生
活
は
さ
ら
な
る
負
担
を
強
い

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
本
当
に
国
民
が
景
気
回
復
を

実
感
で
き
る
こ
と
と
な
る
の
か
ど
う
か
は
、
今
後
の

状
況
を
さ
ら
に
見
守
る
以
外
に
な
い
と
、
皆
さ
ん
感

じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
開
通
か
ら
約
３
年
が
経
過
す
る
中
で
そ
の
周
辺
の

状
況
も
徐
々
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
町
に
お
い

て
も
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム
球
場

の
誘
致
活
動
に
努
力
い
た
し
ま
し
た
が
、
期
待
に
添

え
る
結
果
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
夢
を
引
き
寄
せ
る
た
め
、
地
権
者
の
皆
様
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
方
、
遠
賀
川
渡
河
橋
に
つ
き
ま
し
て
も
完
成
後

の
地
域
間
交
流
を
見
据
え
、
企
業
誘
致
、
住
宅
団
地

の
整
備
、
商
工
業
の
振
興
な
ど
の
大
き
な
原
動
力
と

し
て
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
の

完
成
が
待
ち
望
ま
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら
、
経
営
形
態
の
見
直
し

に
よ
り
地
方
独
立
行
政
法
人
く
ら
て
病
院
と
し
て
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
旧
鞍
手
町
立
病
院
に
つ
き
ま
し

て
も
、
安
定
的
な
経
営
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
医
療

の
核
と
な
る
病
院
と
し
て
充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
、
理
事
長
以
下
職
員

一
丸
と
な
っ
て
ご
努
力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。さ

ら
に
、
中
学
校
の
統
合
に
つ
き
ま
し
て
は
校
舎

の
改
築
や
体
育
館
な
ど
の
新
築
工
事
も
始
ま
り
、
ま

た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
多
く

の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

通
学
路
に
関
す
る
課
題
な
ど
の
条
件
整
備
に
も
取
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
充
実
し
た

教
育
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
知
恵
と
力
を
出
し

合
い
、
鞍
手
町
を
「
魅
力
あ
る
住
み
た
い
町
」「
老
若

男
女
す
べ
て
の
人
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
町
」
に
し
て

い
く
こ
と
を
目
標
に
、
未
来
に
繋
が
る
ま
ち
づ
く
り
、

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
治
体
鞍
手
町
」
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
様
と
鞍
手
町

の
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

2014.１−２

■
平
成
25
年
１
月
か
ら
の
歩
み
と
今
後
の
予
定

●
２
月　

　

＊
孤
独
死
防
止
の
た
め
、
町
内
の
販
売
店
や
ヤ
マ
ト
運
輸
鞍
手
セ
ン
タ
ー
に
配
達
業
務
中
の
異
変
を
感

じ
た
場
合
の
通
報
を
依
頼
【
福
祉
人
権
課
】　

●
３
月　

　

＊
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
金
を
実
施
し
、
単
年
度
赤
字
を
極
力
縮
小
し
て
国
保
財
政
運
営
の
健

全
化
を
図
る
【
保
険
健
康
課
】

●
４
月　

　

＊
町
立
病
院
の
経
営
形
態
の
見
直
し
を
行
い
、
地
方
独
立
行
政
法
人
へ
移
行
【
総
務
課
】　

　

＊
保
育
所
の
開
所
時
間
を
７
時
15
分
か
ら
７
時
に
改
め
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
【
福
祉
人
権
課
】

　

＊
障
が
い
児
の
保
育
の
た
め
に
保
育
士
を
加
配
し
た
場
合
の
補
助
金
制
度
を
実
施
【
福
祉
人
権
課
】

　

＊
中
学
校
統
合
に
係
る
遠
距
離
通
学
は
、バ
ス
通
学
生
徒
の
運
賃
無
料
化
の
方
針
を
一
部
決
定【
教
育
課
】

●
５
月　

　

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
動
し
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
開
設
【
総
務
課
】

　

＊
防
災
行
政
用
無
線
の
運
用
開
始
【
総
務
課
】

●
６
月　

　

＊
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
実
施
【
保
険
健
康
課
】

　

＊
住
民
か
ら
の
意
見
・
要
望
等
の
窓
口
と
し
て
「
鞍
手
の
と
び
ら
」
を
開
設
【
総
務
課
】

●
７
月

　

＊
民
間
活
力
に
よ
る
図
書
館
運
営
を
学
ぶ
佐
賀
県
武
雄
市
行
政
視
察
【
企
画
財
政
課
】

●
８
月

　

＊
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
誘
致
に
名
乗
り
【
企
画
財
政
課
】

●
10
月

　

＊
日
本
自
治
体
等
連
合
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
運
営
協
議
会
を
設
立
し
特
産
品
展
示
会
を
開
催
【
企
画

財
政
課
】

　

＊
元
気
ま
つ
り
に
て
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
【
企
画
財
政
課
】

●
11
月

　

＊
県
道
直
方
鞍
手
線
の
道
路
整
備
促
進
の
た
め
、
直
方
市
と
鞍
手
町
で
協
議
会
を
設
立
【
建
設
課
】

　

＊
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
核
と
な
る
組
織
を
設
立
す
る
仮
称
鞍
手
町
観
光
協
会
設
立
発

起
人
会
を
開
催
【
企
画
財
政
課
】

　

＊
鞍
手
町
立
く
ら
て
中
学
校
の
校
舎
改
築
工
事
等
着
工
【
教
育
課
】

●
12
月

　

＊
準
用
河
川
六
田
川
の
治
水
対
策
を
検
討
す
る
六
田
川
治
水
対
策
検
討
委
員
会
を
設
立
【
建
設
課
】

　

＊
中
山
西
区
用
地
へ
企
業
を
誘
致
【
企
画
財
政
課
】

　

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
を
開
設
し
、
町
の
特
産
品
販
路
を
開
拓
【
企
画

財
政
課
】

●
平
成
26
年
１
月
以
降
の
予
定
と
検
討
事
項

　

①
町
イ
チ
、
村
イ
チ
２
０
１
４
へ
の
出
展 

②
町
の
組
織
機
構
の
一
部
見
直
し 

③
ご
み
袋
値
下
げ 

④
コ

ン
ビ
ニ
収
納
開
始 

⑤
企
業
誘
致
に
向
け
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
拡
充 

⑥
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費

用
の
助
成 
⑦
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
設
置 

⑧
保
育
料
の
見
直
し
を
検
討 

⑨
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
経
費
削
減
の
手
法
を
検
討 

⑩
小
中
学
校
空
調
機
整
備
を
検
討 

⑪
市
立
幼
稚
園
就
園
補
助
金
事
業 

を
検
討 

⑫
Ｆ
Ｂ
良
品
の
集
出
荷
施
設
と
し
て
集
出
荷
場
（
予
冷
庫
）
の
建
設
を
検
討

鞍手町長　德島眞次

年頭のごあいさつ



人と人とのつながり
地域のつながりを大切に

◉予期せぬ自然災害には、救助隊よりもご近所さん
　いつ起こるか分からない地震などの自然災害。予測のできない災害が起こったときに、一番頼りになるのはご
近所さんです。平成 23 年の東日本大震災でも、多くの住民が「隣人や友人に助けられた」という人が多く、遠
くの親類より近くの他人。救助隊よりもご近所さんなのです。

◉ご近所づきあいを見直そう
　このような自然災害には、日ごろから地域でのコミュニティ活動が活発な地域ほど「共助」が有効に働き、人
的な被害を最小限にくい止めることができます。地域コミュニティは、災害のときだけでなく、いろいろな場面
で役に立ちます。近年、人と人とのつながりがだんだん薄れてきたと言われますが、もう一度「ご近所づきあい」
を見直してみましょう。

◉地域コミュニティの核になるのは昔も今も区・隣組
　このような地域コミュニティの核になるのは、各地域で昔から組織されている区や隣組です。区・隣組では、
地域のためにさまざまな活動をしています。安全で安心な住みよいまちづくりのために区・隣組に加入しましょう。

◉区・隣組に加入するには…
　町では、区や隣組への加入を希望する人に区長さんを紹介しています。引っ越しなどで区長さんが分からない
ときなど、役場までご連絡ください。

地域コミュニティとは、地域住民が相互に交流し合う社会のことです。

＊＊　区・隣組の活動あれこれ　＊＊
●防犯灯の維持管理
犯罪のない明るく安全なまちづ
くりのため、町が設置している
防犯灯とは別に、区や隣組が費
用などを負担し、防犯灯の設置
や維持管理を行っています。

●防犯活動
非行や犯罪を未然に防ぐため、防犯協会と共に防
犯活動を行っています。また、児童たちの通学時
間帯などに交通安全活動を行うこともあります。

●環境美化運動
快適で美しいまちづくりのため、区域内の清掃
など環境美化活動に取り組
んでいます。子ども会が資
源回収活動を行っていると
ころもあります。 ●支え合いの活動

子どもからお年寄りまで、地域
のみんながお互いに見守り、支
え合い、地域福祉や青少年の健
全育成などの活動に取り組んで
います。

●情報の提供
回覧板や掲示板などで区・隣組の連絡を行った
り、県や町の広報紙、警察
などその他の機関からのお
知らせを配布したりするな
ど、生活に役立つ情報をお
届けしています。

●親睦活動
盆踊りや敬老会、子ども会など
地域の交流と親睦を深めていま
す。また、町などが主催するス
ポーツ大会などにも参加し、地
域同士の交流を深めています。

●地域課題の整理・対処
地域にある共通の問題への取
り組みや解決のための方策な
どを地域のみんなで話し合っ
ています。

鞍手町内には42の区があり、各地で地域の特色を生かしたユニークなイベント・活動が行われています。また、
地域の伝統を後世に伝えていくため、区・隣組に加入されているみなさんが先頭に立って取り組んでいます。

回覧板

地域コミュニティに参加しよう ●問い合わせ　鞍手町役場総務課庶務管財班
☎４２局２１１１番

３−2014.１
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　12 月 15 日、 直 鞍 一

周駅伝競走大会が行わ

れ、鞍手町からは鞍手北

中陸上部ＯＢ（Ａチー

ム）と鞍手北中陸上部Ｏ

Ｂ（Ｂチーム）が出場し

ました。鞍手北中陸上部

ＯＢ（Ａチーム）は、今

年もスタートから勢いよ

く、チーム全員でタスキ

を繋ぎましたが、惜しく

も第４位。前年タイムを

上回ることができません

でした。Ｂチームも第９位と健闘しました。また、7 区間中、

友原達矢さん（鞍手北中陸上部ＯＢ Ａチーム）が、第２区で

13 分 43 秒で区間賞を獲得し、大健闘でした。

　12 月２日、中央公民館で「人権週間の集い」が
開催されました。今年は、「心に熱と光を求めて」
と題し、フラットワールドとして活動をしている中
山洋一さんと賢一郎さんとの親子デュオ講演会でし
た。音楽を通じ、自身が経験した差別や偏見など
の体験を交えながらのコンサートは聴く人の心に伝
わったのではないでしょうか。「自分とは何か、人
間とは、差別とは」その重圧で幾度となく押しつぶ
されそうになりながらも、負けない気持ちを持ち続
け戦ってきた実体験は、きっと参加者のみなさんの
胸に響いたのではないでしょうか。

人権週間の集い
▶育てよう一人ひとりの人権意識

タスキをつないだ40km
▶惜しくも 2 連覇ならず……

　恒例となった歴史民俗博物館のしめ縄づくり講

座が 12 月 14 日に行われました。今年は輪飾りづ

くりです。参加したのは 27 人。慣れない作業でな

かなか思うように行かない様子の参加者たちでした

が、講師の先生のお手本を見て、真剣に作業に取り

組んでいました。時間が経つにつれ、次々と輪飾り

が完成していきました。出来上がってみれば、どれ

も立派な輪飾りに皆さん大満足の様子でした。あと

はうらじろやゆずり葉、だいだいなどでお化粧をす

る だ け で

す。これで、

ま た 一 つ、

お正月の準

備が整いま

したね。

お正月は手作りの輪飾りで
▶立派な輪飾りが完成

　11 月 22 日、鞍手幼稚園の園児たちが勤労感謝の日を前に

役場を訪問しました。園児たちは、日頃の感謝を込めて一生

懸命書いた手紙を町長に手渡しました。園児たちは、はじめ

て訪れた役場にちょっぴり緊張気味の様子でしたが、元気よ

くあいさつをし、お礼の言葉を述べていました。町長から「大

きくなったら何になりたい？」と尋ねられると「野球選手」、

「ケーキ屋さん」などと答えていました。いつの日か、園児

たちの夢が叶うといいですね。頑張れ!!

感謝を込めて
▶勤労感謝の日によせて
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小
お だ

田祐
ゆ う と

大くん
平成 24 年１月８日生まれ

祐大、２歳のお誕生日おめでと
う。表情が豊かになって、おしゃ
べりも上手になってきたね。祐
大の笑顔が家族を幸せにしてく
れてるよ。ありがとう。（父　
祐嗣さん、母　智子さん・中山）

すくすく
日記 １月生まれ 

Happy  birthday  to  you.

正
し ょ う い り き

入木咲
さ な

菜ちゃん
平成24年１月16日生まれ

咲菜、２歳のお誕生日おめでと
う。歌とダンスと散歩が大好き
な咲菜。ときどきげってんだす
けど毎日咲菜の笑顔に癒されて
います。これからも元気にのび
のび育ってくださいネ。（父　拓
馬さん、母　美夕紀さん・古門）

安
や す だ

田智
ち の

音ちゃん
平成 24 年１月 12 日生まれ
智音ちゃん、お誕生日おめでと
う。天真爛漫で元気いっぱい!!
いつも家族を明るくしてくれて
ありがとう。これからもすくす
く成長してね。（父　英人さん、
母　知里さん・中山）

交通事故防止に貢献
▶垰岡昌秀さんが表彰

宮
み や ざ き

㟢誠
せ い り ゅ う

龍くん
平成24年１月20日生まれ

誠くん、お誕生日おめでとう。食
いしん坊で、ボール大好きな誠く
んを見ているだけで毎日が楽しい
日々です。お兄ちゃんたちに鍛え
られ、逃げ足も速くなったね!! こ
れからも兄弟仲良く元気いっぱい
に大きくなってね。（父　圭吾さ
ん、母　喜久恵さん・猪倉）

お待ちしています
２月生まれは、１月10日（金）までに役場総務課
☎４２局２１１１番へお申し込みください。

▼

　垰岡昌秀さん（新北）が 11 月 19
日、福岡国際会議場において福岡県交
通安全功労者表彰を受けました。これ
は、交通安全活動に対し献身的に尽力
し、交通事故防止に貢献された活動が
評価されたものです。垰岡さんは、「こ
れからも地域の交通安全、事故防止に
努めていきたい」と熱く語ってくれ
ました。

阪
さ か い

井一
い ち か

花ちゃん
平成25年１月25日生まれ

一花ちゃん♡１歳のお誕生日お
めでとう!! 家族みんないつもあ
なたのかわいい笑顔に癒されて
ます。お兄ちゃんに負けず元気
にたくましく育っていってくだ
さい♡（父　雄介さん、母　智
子さん・中山）

馬
ば ば

場勇
は や と

人くん
平成 24 年１月 28 日生まれ
勇人くん、２歳のお誕生日おめ
でとう。いつもお姉ちゃんたち
と一緒に遊んでもらってよかっ
たね。これからもすくすく元気
に育ってください。（父　基史、
母　涼子さん・中山）

　平成 25 年 12 月に改選が行われ、民生委員・児童委員と
主任児童委員に厚生労働大臣から委嘱状が交付されました。
任期は平成 25 年 12 月１日から平成 28 年 11 月 30 日まで
です。民生委員・児童委員は、常に住民の立場に立って相談
に応じ必要な援助を行っています。秘密は厳守されますので、
ひとりで悩まずに気軽にご相談ください。

民生委員にご相談を
▶各行政区ごとに民生委員が委嘱されました

 嶋立輝行（室木）　     42-6659  藤川　勇（室木神田）  42-5201
 許斐勝子（八尋）　     42-0555  石田秀子（八尋）        42-2559
 三宅　悟（八尋）  　   42-5285  川上美恵子（八尋）     42-3453
 新谷敏江（八尋神田）  42-3292  篠原岩夫（長谷）        42-4966
 原　鈴子（新北）        42-0139  山本雄治（新延本村）  42-3413
 久原成子（室井）        42-0827  鹿谷光好（七ヶ谷）     42-2376
 古野末子（新延南区）  42-1354  友葊幸惠（新延新塚）  42-6340
 吉永公子（新延舟川）  090-5473-8886
 松石喜代子（泉水）     42-6508  髙山須恵子（永谷）     42-0025
 伊藤悠二（永谷）        42-0354  

 岩男吉浩（中山本村）  42-6157  栗田知惠子（立林）     42-6320
 月橋敏治（幸町）        42-8878  阿髙諒一（城ヶ崎）     42-6381
 西山　堅（弥生）        42-7362  勝木桂子（上新橋）     42-4761
 松村正幾（小牧・今村）             42-2533
 原田敬彦（猪倉・弥生促進）       080-1735-4516
 山下五子（山ヶ崎・唐ヶ崎）       42-6000
 花田すまこ（東区・昭和通り）    42-5244
 白圡由加（中本町・裏田団地）    42-1649
 五百路恵美子（い牟田・新中山） 42-4575
 松浦喜美子（中山南区）              42-4853 
 西川弘子（本町）        42-0553  武田純代（北区）　　  42-3204
 有田弘之（西区）        42-5924  空閑恵美子（西区）     42-6828
 市丸嘉臣（大池）        42-5589

 井上敦子（上木月）     42-3341  有田勝美（木月）        42-3601
 大和　勉（木月）        42-1690  相葉芳弘（古門）        42-1739
 田方広真（古門）        42-2338  星本三男（古門北区）  42-3957
 梶栗英輝（神崎）        42-2756  原田静佳（倉坂）        42-3653

▶西川地区（民生委員・児童委員）

▶剣地区（民生委員・児童委員）

▶古月地区（民生委員・児童委員）

 西川地区  櫻井輝代（新北）         　42-0436
 剣地区  筒井紀世美（裏田団地）   42-8693
 古月地区  田中典子（古門）        　 42-3604

▶主任児童委員



食
品
衛
生
法
の
規
定
に

よ
る
適
正
な
表
示
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

農
林
物
資
の
規
格
化
及

び
品
質
表
示
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
品
質
表
示

に
対
応
し
て
い
る
も
の
④
町
税
等
に
未

納
が
な
い
こ
と
⑤
出
店
に
関
係
す
る
者

が
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
２
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
、
同
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
、
暴
力
団
関
係
者

そ
の
他
の
反
社
会
的
勢
力
で
な
い
こ
と

⑥
そ
の
他
関
係
法
令
等
の
規
定
に
反
し

て
い
な
い
も
の

●
申
込
期
限　

随
時
受
付

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
企
画
財

政
課
地
域
振
興
班
☎
４
２
局
２
１
１
１

番
ま
で

2014.１−６

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

●
役
場
企
画
財
政
課
地
域
振
興
班

町
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
通
信
販
売
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
」（
く

ら
て
エ
ス
ジ
ー
）
を
平
成
25
年
12
月
25
日

に
開
設
し
、
鞍
手
町
の
特
産
品
な
ど
を
全

国
に
向
け
て
広
く
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｅ
ｓ
ｇ
」
の
出
店

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

出
店
を
ご
希
望
の
人
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
応
募
要
領
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
う
え
、
必
要
書
類
を
企
画
財
政

課
地
域
振
興
班
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
出
店
者
要
件　

①
鞍
手
町
の
良
さ
を
全

国
に
発
信
で
き
る
も
の
②
商
品
の
生
産
・

製
造
等
を
鞍
手
町
内
で
行
っ
て
い
る
も

の
③
出
店
品
が
食
品
で
あ
る
場
合
は
、

男
女
共
同
参
画
講
演
会

●
役
場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権
班

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
で
は
、
次
の

と
お
り
男
女
共
同
参
画
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
と
き
　
平
成
26
年
２
月
15
日
（
土
）
午
後

２
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
内
容
　
▽
講
演
＝
「
笑
っ
て
元
気
、
お
互

い
様
の
心
」
続
編　

▽
講
師
＝
お
お
い

た
観
光
特
使　

矢
野
大
和
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉
人
権
課
☎
４
２

局
２
１
１
１
番
ま
で

懐
か
し
い
あ
の
人
と
再
会

鞍
手
町
成
人
式

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

平
成
25
年
度
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
人

に
は
12
月
初
旬
に
往
復
は
が
き
で
案
内
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
中
学

校
を
卒
業
後
に
町
外
に
転
出
し
て
い
る
人
で
、
鞍
手
町
の
成
人
式
に

出
席
を
希
望
す
る
人
は
教
育
課
社
会
教
育
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
●
と
き　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始　

午

前
10
時
開
式

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

ス
マ
ッ
シ
ュ
で
気
持
ち
い
い
汗

卓
球
大
会
結
果

●
鞍
手
町
体
育
協
会

12
月
８
日
、
町
立
体
育
館
で
第
30
回
鞍
手
町
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
丸
数
字
は
順
位
。
敬
称
略
）

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

▽
１
部
＝
①
舟
越
克
己
②
牧
瀬

信
厚
▽
２
部
＝
①
原
田
喜
世
一
②
鶴
本 

實

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

▽
１
部
＝
①
林 

マ
チ
子
②
小

南
和
子
▽
２
部
＝
①
舟
越
和
子
②
千
崎
博
子

▼
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス　

▽
１
部
＝
①
牧
瀬
信
厚
・
舟

越
和
子
②
渡
瀬 

寛
・
林 

マ
チ
子
▽
２
部
＝
①
町
田

正
憲
・
水
野
達
彦
②
古
里 

満
・
小
南
和
子

白
熱
の
試
合
を

繰
り
広
げ
ま
し
た

●
鞍
手
町
体
育
協
会

12
月
１
日
、
町
立
体
育
館

で
、
第
12
回
鞍
手
町
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。出
場
し
た
15
チ
ー
ム
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
連
系
の
取
れ
た
プ

レ
ー
を
披
露
し
、
い
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
丸
数
字
は
順

位
。
敬
称
略
）。

●
ト
リ
ム
の
部

　

①
西
区
②
中
山
本
村
③
弥
生

●
フ
リ
ー
の
部

　

①
新
中
山
Ａ
②
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
③
中
山
本
村

み
そ
づ
く
り
に
挑
戦

●
鞍
手
町
農
業
女
性
の
会

12
月
６
日

に
西
川
小
学
校

と
古
月
小
学
校

で
、
12
月
10
日

に
剣
北
小
学
校

の
３
年
生
が
み

そ
づ
く
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

ゆ
で
た
大
豆
を

袋
に
入
れ
て
足

で
踏
み
つ
ぶ
し

た
ら
、
米
こ
う

じ
を
加
え
、
手
で
し
っ
か
り
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
い

き
ま
す
。
熟
成
さ
せ
て
３
か
月
か
ら
６
か
月
後
に

は
完
成
し
ま
す
。
特
製
み
そ
の
味
は
き
っ
と
格
別

で
し
ょ
う
ね
。
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すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての 100 字以内の感想もお
願いします。役場総務課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

リフォーム
リフォーム教室に通い出し、私の知ら
ない一面を見つけました。着るものを作
り出すことに喜びを感じています。ま
た、この布（和
服）を古着屋で
千円でみつけ、
ワクワクしなが
ら解き、洗い、
デザインし縫
う。教室の仲間
に助けられやっ
と出来ました。
私の一番のお気
に入りです。

隅田三和さん
（中山）

Relay Essay

あ
の
友　

こ
の
友　
「
二
川
会
」
万
歳

還
暦
は
遠
に
過
ぎ
、古
希
も
束
の
間
、そ

う
し
て
幼
馴
染
の
面
々
も
昨
年
４
月
か

ら
今
年
３
月
末
で
揃
っ
て
喜
寿
に
達
す

る
。
思
え
ば
長
い
よ
う
で
短
い
人
生
だ
っ

た
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
。
私
た
ち
昭
和

24
年
新
延
小
学
校
卒
業
生
で
、「
二
川
会
」

を
立
ち
上
げ
て
、
か
れ
こ
れ
30
年
余
。
会

の
名
称
が
「
二
川
会
」
と
定
ま
っ
た
の

は
、
卒
業
時
担
任
だ
っ
た
お
二
人
の
恩
師

に
共
通
し
た
文
字
が
「
川
」
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
恩
師
は
黄
泉
に
旅
立
た
れ
て
久

し
い
。「
幼
馴
染
の
友
」
の
み
、年
に
一
回

の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
る
。
集
う
仲
間

は
、
皆
好
々
爺
・
好
々
婆
の
座
を
占
め
て

お
り
、
人
生
の
中
枢
か
ら
も
引
退
し
気
心

の
知
れ
た
仲
間
同
士
、
誰
憚は

ば
か

る
こ
と
な
く

逢
瀬
を
心
い
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
る
。
し

か
し
、
後
期
高
齢
者
と
も
な
れ
ば
健
康
へ

の
不
安
は
共
通
の
話
題
で
あ
り
、
不
安
解

消
の
た
め
の
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

「
幼
馴
染
の
あ
の
夢
こ
の
夢
」
も
必
ず
し

も
達
成
出
来
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の

あ
た
り
で
、
ま
ず
良
し
と
し
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。
私
た
ち
も
、
人
生
の
終
焉
へ
向

け
て
急
ピ
ッ
チ
で
歩
き
続
け
て
い
る
。　

　

時
を
刻
む
砂
時
計
の
砂
は
、
最
早
幾
ば

く
も
残
っ
て
は
い
ま
い
。
だ
と
す
れ
ば
、

砂
の
落
ち
切
っ
て
し
ま
う
ま
で
の
間
、
悔

い
な
き
人
生
を
生
き
よ
う
と
思
う
。

　

こ
の
文
を
綴
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の

会
を
今
日
ま
で
し
っ
か
り
支
え
続
け
て

く
れ
た
会
長
を
は
じ
め
、
素
晴
ら
し
い
万

年
幹
事
・
事
務
局
担
当
者
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
で
あ
る
。深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

次
回
は
、
吉
澤　

淳
さ
ん
（
中
山
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
波
英
一
さ
ん
（
新
延
・
77
歳
）
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セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

短歌 青山裕洋さん
（直方市）

母は、92歳で他界しま
した。兄妹４人の中、64
年と一番長く母と暮らし
た私は、一番の不孝者でし
た。いくたびも一方的に詰
じることが多くありまし
た。そんなとき、母は暗い
目をし、背を丸めて私の
激しい言葉をただ黙って
聞いていました。母が逝っ
て 12年。ひとり居る時、
母の遺影を見上げて、詫び
を言いながら、独り語りを
することが多くあります。

　
詰
り
来
し 

こ
と
多
け
れ
ば 

昼
ひ
と
り

　
　
　
　
　
　
遺
影
見
上
げ
て 

詫
び
を
言
い
ま
す

フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手
九
州
大
会
で

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
国
際
空
手
古
武
道
連
盟
顧
問
福
本
博
文
さ
ん

11
月
３
日
、
長
崎
県

立
総
合
体
育
館
で
第
23

回
全
九
州
空
手
道
選
手

権
大
会
が
行
わ
れ
、
福

本
会
館
鞍
手
道
場
の

有
吉 

大 

指
導
員
が
一

般
無
差
別
級
で
優
勝
し

ま
し
た
。
空
手
を
始
め

て
９
年
目
の
悲
願
達
成

に
道
場
の
後
輩
、
関
係

者
は
大
喜
び
。
５
月
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
る
フ
ル
コ
ン
タ
ク

ト
空
手
界
の
統
一
全
日
本
大
会
の
候
補
選
手
と
し
て
名
前
も
挙

が
っ
て
お
り
、
１
月
の
最
終
決
定
が
待
た
れ
ま
す
。

空
手
道
九
州
大
会
で
３
位
に

全
日
本
大
会
出
場

11
月
17
日
、
岡
垣
サ
ン

リ
ー
ア
イ
で
開
催
さ
れ
た

ポ
イ
ン
ト
＆
ケ
ー
オ
ー
全

九
州
空
手
道
選
手
権
大
会

に
て
秋
田 

雅
（
新
延
小
４

年
）
が
第
３
位
と
な
り
ま

し
た
。
４
月
12
日
に
東
京

代
々
木
体
育
館
で
開
催
さ

れ
る
第
10
回
全
日
本
少
年

少
女
空
手
道
選
手
権
国
際
交
流
記
念
大
会
出
場
の
権
利
を
得
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
全
国
を
７
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
各
地
区

の
上
位
３
人
が
出
場
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
全
国
大
会
で
、
海
外

の
選
手
も
参
加
す
る
国
際
大
会
で
す
。
元
気
な
鞍
手
っ
子
の
戦

う
姿
を
み
な
さ
ん
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

二
川
会 

友
そ
れ
ぞ
れ
が 
笑
顔
に
て

　
　
　
　
　
語
り
し
姿
の 
麗
し
き
か
な
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／１月の休館日は、１日（祝・水）から３日（金）、８日（水）です。
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

　ここは、花のお江戸のとある長屋。近
ごろ長屋のみんなのうわさは、大どろぼ
う疾風組のこと。びんぼう人に小判をく
ばる、正義の味方だと大もて。でも、本
当の正体は？　びんぼう神におはなちゃ
ん、それに粋な女神とばけものたち…。
いつもの面々があつまっての、笑いと涙
の人情話。

大どろぼう疾風組参上！
作＝岩崎京子

　最初から世界の終わり。最後まで世界
の終わり。けれど、優しさと愛しさと、
さみしさでいっぱいの終わり。恋人への
愛だけでなく、親子の愛、そして友への
愛と、たくさんの愛が描かれた最高の“愛
の物語”です。『いま、会いにゆきます』
がベストセラーとなった著者の待望の一
冊。

こんなにも優しい、世界の終わりかた
作＝市川拓司

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

人間にとって成熟とは何か（作＝曽野綾子）
風に立つライオン　（作＝さだまさし）
千両かんばん（作＝山本一力）
正妻　慶喜と美賀子（作＝林真理子）
火山のふもとで（作＝松家仁之）
家族の見える場所（作＝森　浩美）

今月新しく入りました。

●子どもの本

風立ちぬ（作＝宮崎　駿）
まちにはいろんなかおがいて（作＝佐々木マキ）
ふしぎなタネやさん　（作＝みやにし　たつや）
ピヨピヨ　もりのゆうえんち（作＝工藤ノリコ）
からすのてんぷらやさん（作＝かこ　さとし）
ヒメちゃん（作＝荒井良二）

ピンクのれいぞうこ
作＝ティム・イーガン

ド
ズ
ワ
ー
ス
が
い

つ
も
の
よ
う
に

ガ
ラ
ク
タ
置
場

に
行
く
と
、
ピ
ン
ク
の
さ

び
つ
い
た
れ
い
ぞ
う
こ
が

あ
り
ま
す
。
ド
ア
に
は
ピ

カ
ピ
カ
に
み
が
か
れ
た
マ

グ
ネ
ッ
ト
で
、
ふ
る
び
た

紙
が
と
め
て
あ
り
ま
す
。

マ
グ
ネ
ッ
ト
は
取
ろ
う
と

し
て
も
取
れ
ま
せ
ん
。
紙

に
か
か
れ
た
ぼ
け
た
字
が

か
す
か
に
読
め
ま
す
。
れ

い
ぞ
う
こ
の
中
に
は
、
紙

に
書
い
て
あ
る
も
の
が
は

い
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
ち

が
う
こ
と
ば
が
書
い
て
あ

り
、
ち
が
う
な
か
み
が
は

い
っ
て
い
ま
す
。
だ
れ
か

が
、
今
よ
り
一
歩
ふ
み
だ

せ
る
よ
う
に
な
ん
で
も
や

り
な
さ
い
と
、
後
押
し
し

て
い
ま
す
。

の

本
だ
な

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

１
月
は
「
進
む
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
金
子
美
代
子
さ
ん
（
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
）
で
す
。

自分を好きになる方法
作＝本谷有希子

歳
の
友
人
と
の

一
日
、
28
歳
の

旅
先
の
夜
、
34

歳
の
結
婚
記
念
日
の
食

事
、47
歳
の
ク
リ
ス
マ
ス
、

３
歳
の
お
昼
寝
時
間
、
63

歳
の
一
日
。
６
日
間
の
些

細
な
出
来
事
を
つ
な
げ
て

ゆ
く
と
、
女
の
一
生
が
ド

ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
浮
か
ん

で
く
る
。
泣
い
た
り
笑
っ

た
り
苦
し
ん
だ
り
し
な
が

ら
、
本
当
に
わ
か
り
あ
え

る
誰
か
を
さ
が
し
求
め
て

い
る
。
い
つ
の
間
に
こ
ん

な
に
遠
い
道
の
り
を
歩
い

て
き
た
ん
だ
ろ
う
か
、と
。

迷
い
な
が
ら
も
こ
れ
か
ら

先
、
さ
さ
や
か
な
願
い
を

抱
き
つ
つ
、
め
ぐ
り
会
え

る
よ
う
に
歩
い
て
い
く
。

16



９−2014.１

HealthDr. 福本の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
脳
こ
う
そ
く
や
心
筋
こ
う
そ
く
の
大
多
数
は
血
管
の
動
脈
硬
化
が
原
因
で
す
。
ま
ず
は
動
脈
硬

化
の
危
険
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

福
本
康
代
さ
ん
・
ふ
く
も
と
や
す
よ　

平
成
７
年
産
業
医
科
大
学
医
学
部
卒
。
筑
豊
労
災
病
院
、
飯
塚
病
院
な
ど
を
経
て
平
成
25
年
９
月
よ
り
く
ら
て
病
院
循
環

器
科
に
勤
務
。
日
本
内
科
学
会
専
門
医
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

最
近
知
人
が
突
然
心
筋
こ
う
そ
く
や
脳
こ
う
そ
く
を
起
こ
し
、
私
も
心
配
に
な
り
ま
し

た
。
何
に
気
を
つ
け
た
ら
い
い
で
す
か
？
（
56
歳
男
性
）

原
因
は
動
脈
硬
化

予
兆
も
な
く
突
然
起
こ
り
、
重

篤
な
症
状
を
も
た
ら
す
血
管
の
病

気
は
非
常
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

２
０
１
０
年
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
日
本
人
の
死
因
第
１
位
は

が
ん
で
す
が
、
第
２
位
の
心
疾
患

（
心
筋
こ
う
そ
く
や
狭
心
症
）、
第

３
位
の
脳
血
管
疾
患
（
脳
こ
う
そ

く
、脳
出
血
、く
も
膜
下
出
血
な
ど
）

を
合
わ
せ
る
と
、
約
４
人
に
１
人

が
血
管
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
の
大
多
数

が
動
脈
硬
化
が
原
因
で
起
こ
っ
て

き
ま
す
。

動
脈
硬
化
と
は

動
脈
硬
化
と
は
血
管
の
弾
力
が

失
わ
れ
て
硬
く
な
り
、
血
管
内
に

脂
肪
の
か
た
ま
り
が
こ
び
り
つ
い

て
血
行
が
悪
く
な
る
状
態
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
て
動
脈
硬
化
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

加
齢
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
喫
煙

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
重
な
っ

て
進
み
ま
す
が
、
特
に
悪
化
さ
せ

る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
。
動
脈
の
内
側
に
脂
肪

の
か
た
ま
り
を
作
っ
て
こ
び
り
つ

き
ま
す
。
そ
の
中
を
脂
肪
や
糖
で

ど
ろ
ど
ろ
に
な
っ
た
血
液
が
流
れ

続
け
る
と
血
栓
が
で
き
、
最
悪
の

場
合
血
管
を
詰
ま
ら
せ
て
脳
こ
う

そ
く
、
心
筋
こ
う
そ
く
を
起
こ
す

の
で
す
。

　

痛
く
も
か
ゆ
く
も
な
く
病
気
が

進
ん
で
、
大
爆
発
す
る
ま
で
気
づ

か
な
い
の
で
、
予
防
や
再
発
防
止

が
大
切
で
す
。
動
脈
硬
化
は
20
歳

を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
40

歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
病
気
と

な
っ
て
現
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
若
い
う
ち
か
ら
少
し
ず
つ
動

脈
硬
化
の
原
因
と
な
る
生
活
習
慣

を
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

・
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
。
量
に

　

も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
青
魚

　

を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

塩
分
は
控
え
め
に
。

・
肥
満
解
消

・
規
則
正
し
い
睡
眠

・
ス
ト
レ
ス
解
消

・
有
酸
素
運
動　

週
２
回
20
分
の

　

早
歩
き
が
お
す
す
め
で
す

・
タ
バ
コ
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め
に

・
定
期
的
な
検
査

血
管
年
齢
を
知
ろ
う

健
診
で
は
、
血
圧
、
総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
糖
の
値
な

ど
を
検
査
し
ま
す
。
異
常
が
あ
っ

た
場
合
は
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。動

脈
硬
化
の
進
み
具
合
を
知
る

検
査
と
し
て
脈
波
測
定
が
あ
り
ま

す
。
仰
向
け
に
寝
た
状
態
で
両
腕

と
両
足
首
の
血
圧
と
脈
波
を
測
定

し
、
動
脈
の
硬
さ
（
血
管
年
齢
）

と
詰
ま
り
具
合
を
調
べ
る
も
の
で

す
。
ま
ず
は
自
分
の
血
管
の
危
険

度
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
く
ら
て
病
院
で
も
脈

波
測
定
検
査
を
始
め
ま
し
た
。
詳

し
く
は
医

師
に
ご
相

談
く
だ
さ

い
。



2014.１−10

いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

母子健康手帳の交付

乳幼児健診・相談
　１月の乳幼児健診は次のとお
りです。該当者には事前に通知
をしています。ご確認ください。
●とき　健診の内容によって異

なりますので詳細は通知（案
内）書をご確認ください

●ところ　総合福祉センター保健棟
●内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児

相談・栄養相談など

健診内容 期　日 生年月日

４か月健診 １月 16 日（木） 平成 25 年 8 月 20 日から
平成 25 年 09 月 18 日生まれ

７か月健診
１月 23 日（木）

平成 25 年 5 月 24 日から
平成 25 年 6 月 27 日生まれ

12 か月健診 平成 25 年 1 月 01 日から
平成 25 年 1 月 31 日生まれ

１歳半健診
１月 9 日（木）

平成 24 年 06 月 06 日から
平成 24 年 07 月 9 日生まれ

３歳児健診 平成 22 年 12 月 06 日から
平成 23 年 1 月 9 日生まれ

乳幼児相談
（身体測定・育児・栄養相談） １月 22 日（水） 平成 25 年 11 月 26 日から

平成 25 年 12 月 23 日生まれ
※乳幼児相談は、どなたでもお気軽にお越しください。（申込不要）

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。妊娠中の生活や制度などにつ
いて保健師が説明します。
●とき　１月８日、15 日、22 日、29 日の午前 10 時から 11 時 30 分まで①必ず妊婦さん本人が

お越しください②原則、毎週水曜日の交付ですが、都合がつかない場合は相談に応じます
●ところ　総合福祉センター保健棟　
●必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）

　年末年始は、暴飲暴食や夜更かしなどで悪い生活習慣に陥りがちです。早めに不規則な生活を改めましょう。ま
ずは、食事や起床、就寝の時間を一定に保つことから始めましょう。
■上手に食事をとる方法
　食が変われば体が変わります。大切なことは、食事の内容（バランス）。塩分、糖質、脂質を控えて満腹感を得る
ように食べ方を工夫しましょう。
①食べる順番を変える……はじめは、食物繊維が豊富な野菜から。腸での糖質の吸収がゆるやかになり、血糖値の

急な上昇を防ぐことができます。
②定食スタイルで栄養バランスを整える……主食・主菜・小鉢の３つが揃った「定食スタイル」にすれば、自然と

栄養バランスが摂れます。
③低エネルギーの料理で食卓をボ

リュームアップ……満腹感が欲し
いというときは、きのこやこん
にゃく、海藻などのエネルギーが
少ない食品をもう一品プラスしま
しょう。

④よく噛むメニューで早食い、食べ
過ぎ防止……よく噛むこと、噛み
ごたえのある食材や小骨に気を
つけながら、食べる魚などのメ
ニューを加えましょう。

はじめよう !! こころと体に良い習慣　～保健師からのワンポイント～
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国民健康保険
制度の
解説です     国保の

そこが知りたい
役場保険年金班 ☎42局2111番

SupportCOMMENT

年
収
百
三
十
万
円
未
満
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は

●
被
保
険
者
と
同
居
で
も
別
居
で
も
よ
い
人

①
配
偶
者
②
子
、
孫
③
弟
、
妹
④
父
母
な
ど
直
系

の
尊
属

●
被
保
険
者
と
同
居
が
条
件
の
人

①
前
記
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族
②
被
保
険
者
の

内
縁
の
配
偶
者
の
父
母
や
子
③
内
縁
の
配
偶
者
が
死

亡
し
た
後
の
父
母
や
子

　

家
族
の
社
会
保
険
に
被
扶
養
者
と
し
て
加
入
し

て
も
、
そ
の
保
険
料
が
上
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
家
族
の
職

被
扶
養
者
に
な
る
た
め
に
は
、主
に
被
保
険
者
（
左

の
図
の
本
人
）
の
収
入
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
基
準
と
し
て
は
、
被
扶
養
者
と
な
る

人
の
年
間
収
入
が
百
三
十
万
円
（
60
歳
以
上
や
障
害

者
は
百
八
十
万
円
）
未
満
で
、
被
保
険
者
の
収
入
の

二
分
の
一
未
満
で
な
け
れ
ば
な
れ
ま
せ
ん
。

被
扶
養
者
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入
で
き
る
の

は
左
の
図
の
三
親
等
内
の
親
族
で
あ
る
こ
と
が

第
一
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

場
の
健
康
保
険
担
当

者
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
社
会
保
険

の
被
扶
養
者
に
な
っ

た
と
き
は
、
14
日
以

内
に
役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

印
か
ん
、
社
会
保

険
の
保
険
証
、
国
民

健
康
保
険
証

被扶養者の範囲
（三親等の親族図）

白抜き数字は、親等数です。○の人は、
主に下図の本人の収入で生活してい
ることが必要です。□の人は主に下
図の本人の収入で生活し、かつ下図
の本人と同居していることが必要で
す。

本人

祖父母

２

３

３

２

３

３

２

１

３

２

１ ３

２

３

１

兄弟姉妹

配偶者

甥姪

父母

子

孫

配偶者

ひ孫

曾祖父母

配偶者

配偶者

ひ孫

孫

子

配偶者

甥姪

伯父伯母
叔父叔母

伯父伯母
叔父叔母

配偶者

兄
姉

弟
妹

配偶者

父母

祖父母

曾祖
父母

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成

25
年
の
医
療
費
が
、
高
額

療
養
費
に
該
当
さ
れ
る
人

は
、
確
定
申
告
の
前
に
必

ず
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
ポ
イ
ン
ト　

同
じ
月
内

（
１
日
か
ら
末
日
ま
で
）

の
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
限
度
額
を
超
え
た

場
合
、
そ
の
超
え
た
分

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
限

度
額
は
、
年
齢
や
世
帯

の
状
況
で
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

保

険
証
、領
収
書
、印
か
ん
、

通
帳
（
世
帯
主
名
義
の

も
の
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保

険
健
康
課
保
険
年
金
班

ま
で

確
定
申
告
の
前
に
高
額
療
養
費
の

申
請
を
忘
れ
ず
に



今
月
の
納
税
（
１
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
４
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
８

期
分

納
期
限
は
１
月
27
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

今
月
の
納
付
（
１
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
７
期
分

納
期
限
は
１
月
27
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

個
人
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

東
日
本
大
震
災
復
興
基
本

法
の
理
念
に
基
づ
き
、
地
方

公
共
団
体
で
実
施
す
る
防
災
・

減
災
費
用
を
確
保
す
る
た
め

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年

度
ま
で
の
期
間
、
個
人
住
民

税
の
均
等
割
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

●
県
民
税　

年
千
五
百
円
が

二
千
円

●
町
民
税　

年
三
千
円
が

三
千
五
百
円

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

土
地
・
家
屋
の
用
途
や

床
面
積
等
の

変
更
届
出
を
忘
れ
ず
に

土
地
や
家
屋
の
所
有
者
で
、

平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
間
に
次
の
よ
う
な
変
更

が
あ
っ
た
人
は
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
て
下
さ
い
。
▽
土
地

の
利
用
状
況
（
地
目
）
が
変

わ
っ
た
人
▽
家
屋
の
増
築
・

解
体
な
ど
に
よ
り
床
面
積
な

ど
の
変
更
が
あ
っ
た
人
▽
家

屋
を
取
り
壊
し
た
人
▽
登
記

さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
所
有

権
を
移
転
（
売
買
・
贈
与
・

相
続
）
し
た
人

●
届
出
期
間　

１
月
31
日

（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

確
定
申
告
相
談
会

２
月
７
日
か
ら
開
始

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
直
方
税
務

署
で
は
、
次
の
と
お
り
確
定

申
告
の
相
談
会
を
開
設
し
ま

す
。
な
お
、
所
得
税
の
還
付

申
告
は
１
月
か
ら
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
と
き　

２
月
７
日
（
金
）

か
ら

●
受
付
期
間　

午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
税
務
署

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
☎
２
２
局
０
８
８
０
番

ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二

弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律

相
談
が
行
わ

れ
ま
す
。
受

付
は
７
人
ま

で
で
す
。

●
と
き
　
１
月
10
日
（
金
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

税
金

相
談

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●長谷別館…42 局 4659 番

●教育課…42 局 7200 番
●歴史民俗博物館…42 局 3200 番

●くらじの郷…42 局 8811 番
●社会福祉協議会…42 局 7800 番

●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

Calendar
2014 １
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

2014.１−12

税務Q&A
扶養控除について
解説します

Ｑ私はこれまで、同じ世帯で同居
していた自分の母を税の扶養と

して申告していましたが、平成 25 年
２月からは施設に入所しています。住
民票も世帯もこれまでと同じですが、
今までどおり扶養にすることはできま
すか。

Ａ税の扶養親族は、納税義務者と
生計を一にしている所得（前年

の合計所得）が 38 万円以下の人を対
象としています。つまり、あなたがお
母様と生計を一にしている（扶養の事
実がある）のであれば税上の扶養と
することは可能で、老人扶養親族（年
齢 70 歳以上）に該当します。ただし、
施設に入所された場合は常に同居され
ている状況と見なすことができませ
ん。したがって、老人扶養親族のうち
納税義務者またはその配偶者の直系尊
属（祖父母や父母。伯父叔母や兄妹は
該当しません）で同居している人を対
象とする同居老親等扶養親族の控除を
受けることはできませんのでご注意く
ださい。
●問い合わせ　役場税務住民課税務班

まで



一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
行

政
相
談
委
員
の
皆
さ
ん
が
、

あ
な
た
の
悩
み
に
お
こ
た
え

し
ま
す
。

●
と
き
　
１
月
27
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

1
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相
談

　

▽
と
き
＝
１
月
９
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）

　

▽
と
き
＝
１
月
16
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）

　

▽
と
き
＝
1
月
22
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
小
倉
補
聴
器
）　

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札
を

配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
１
月
11
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

１
月
18
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
（
池
田

補
聴
器
）
▽
と
き
＝
１
月

28
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
４
時
30
分
ま
で
（
九
州

補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
く
ら
て
病
院
ま
で

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
、
住
宅
の
困
窮
状
況
を
点

数
化
し
点
数
の
高
い
人
か
ら

優
先
的
に
入
居
者
を
決
定
す

る
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
内
書
の
配
布
・
申

込
期
間
　
▽
と
き
＝
１
月

14
日
（
火
）
か
ら
１
月
22

日
（
水
）
ま
で
▽
と
こ
ろ

＝
公
社
直
方
出
張
所
（
福

岡
県
直
方
総
合
庁
舎
一
階
・

直
方
市
日
吉
町
９
番
10

号
）、
役
場
建
設
課
な
ど

●
ポ
イ
ン
ト
方
式
対
象
者
　

世
帯
人
数
に
対
し
て
著
し

く
狭
い
住
宅
に
住
ん
で
い

る
世
帯
や
著
し
く
高
い
家

賃
を
支
払
っ
て
い
る
世
帯

な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く

は
福
岡
県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部

☎
（
０
９
２
）
７
８
１
局

８
０
２
９
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
１
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

６
日
（
月
）、
13

日
（
月
）、
19
日
（
日
）、

20
日
（
月
）、
27
日
（
月
）

で
す
。
年
末
年
始
の
お
休

み
は
福
祉
棟
（
お
風
呂
）

は
12
月
28
日
（
土
）
か
ら

１
月
４
日
（
土
）、
ふ
れ
あ

い
棟
は
12
月
29
日
（
日
）

か
ら
１
月
３
日
（
金
）
で

す
●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

知
っ
て
お
き
た
い

検
察
審
査
会

検
察
審
査
会
は
、
犯
罪
の

被
害
者
や
犯
罪
を
告
訴
・
告

発
し
た
人
か
ら
検
察
官
の
不

起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
申

し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
に
審

査
を
行
う
機
関
で
す
。
選
挙

権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査

員
が
審
査
を
行
い
ま
す
。
審

査
員
に
選
ば
れ
た
際
に
は
、

国
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

飯
塚
検
察

審
査
会
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
１
１
８
６
番
ま
で

労
働
力
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、

毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は

国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調

査
で
す
。
調
査
対
象
と
な
っ

た
世
帯
に
は
、
県
知
事
が
発

行
し
た
調
査
員
証
を
携
帯
し

た
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
し
た
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
守

ら
れ
、
国
の
大
切
な
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
企
画

財
政
課
政
策
財
政
班
ま
で

農
家
の
皆
さ
ん

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
を
お
忘
れ
な
く

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
載
申
請
は
、
農
業
委
員

選
挙
を
正
し
く
公
平
に
行
う

た
め
の
大
切
な
申
請
で
す
。

申
請
書
は
12
月
中
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

●
提
出
先　

各
地
区
農
業
実

行
組
合
長

●
提
出
期
限　

平
成
26
年
１

月
10
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
役
場
税

務
住
民
課
住
民
班
）
ま
た

は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま

で
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
は
、
75
歳
以

上
の
人
が
対
象
と
な
る
医
療

保
険
制
度
で
す
。
75
歳
の
誕

生
日
以
降
は
、
現
在
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
に
か
か
わ

ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
以
降
と
な
り
ま
す
。
２

月
に
75
歳
を
迎
え
る
人
（
昭

和
14
年
２
月
１
日
か
ら
２
月

28
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
後
期
高
齢
者
保
険
証
を
交

付
し
ま
す
。
１
月
中
旬
に
簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

くらしの情報

募
集

13−2014.１

平成 26 年度の３つの町立保育所と２つの私立
保育所の入所受付を次のとおり行います。
●とき　１月 10 日（金）から１月 31 日（金）ま

で　
　時間は午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
●ところ　役場福祉人権課児童人権班または各保

育所
●入所条件　①保護者や同居の親族が仕事をし

ている家庭の児童②母親が出産や病気、看病、
介護などのため、日中に保育ができない家庭
の児童

●対象者　▷町立保育所＝生後６か月から小学校
入学前までの児童　▷私立保育所＝生後８週
から小学校入学前までの児童

●保育料　保護者が負担する税額によって異なり
ます

●問い合わせ　申込書は役場福祉人権課児童人権
班や各保育所に準備しています。詳しいこと
は役場福祉人権課児童人権班まで

町立保育所と
私立保育所の
入所受付が
始まります

１月10日
　　　から

役場、各保育所で受け付けます

お
知

ら
せ



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

１4
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に

加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全
員
、

ま
た
は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ
た

り
す
る
と
後
で
医
療
費
を
返
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

今
ま
で
入
院
時
に
し
か
使
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
は
外
来
時

に
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
も
し
入
院
や
高
額
な

外
来
診
療
が
決
ま
っ
た
と
き

は
、
早
め
に
限
度
額
適
用
認

定
証
等
の
交
付
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認
で

き
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

19
年
１
月
２
日
か
ら
昭
和
19

年
２
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）
に
国
民
健
康
保
険
の

高
齢
受
給
者
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
な
お
、
高

齢
受
給
者
証
が
利
用
で
き
る

の
は
70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月

（
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
そ
の

月
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

１
月
27
日

（
月
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

７5
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯
員
全

員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合
、

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
や
入

院
、
外
来
で
の
窓
口
負
担
額
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済
む

限
度
額
適
用
認
定
証
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
を
発
行
し
ま

す
。
こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し

た
月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え

ま
せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は

くらしの情報

　

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【11 月中】 【累　計】
件 数 18 件（＋19） 件 数 282 件（＋12）

死 者 00人（±10） 死 者 220人（－11）

傷 者 27 人（＋17） 傷 者 108 人（＋11）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページに校区別の詳しい
犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【11 月中】 【累　計】

刑法犯総数 94 件（－62） 刑法犯総数 1245 件（－381）

車上ねらい 8 件（－ 9） 車上ねらい 91 件（－ 57）

自転車盗難 013 件（＋ 5） 自転車盗難 169 件（－ 11）

空き巣 0 6 件（－07） 空き巣 87 件（－ 14）

地域課からのお知らせ

2014.１−14

　

休日の夜間の体調不良は

急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　１月 11 日（土）午前 10

時から
● ところ　歴史民俗博物館
● 問い合わせ　歴史民俗博物館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

● とき　１月８日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間
市通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所☎
（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

緊急時  あわてず  あせらず  110 番
110 番は緊急電話　相談事は＃ 9110

◉事件事故など緊急な対応を要する際は、
　躊躇することなく「110 番」通報を

◉急を要さない相談
　などは相談専用
　電話「＃９１１０」
　までご連絡を

１月10日は
「110番」の日

休日
在宅医

診療時間は、午前９時か
ら午後５時までです。休
日在宅医は、変更になる
こともありますので、事
前に電話でご確認くださ
い。

● 1月 3日（金）くらて病院（城ヶ崎）
☎４２局１２３１番

● 1月 5日（日） 木原医院（山ヶ崎）
☎４２局５００５番

● 1月26日（日） 鞍手クリニック（古門）
☎４３局３０３０番



高
額
な
外
来
診
療
が
決
ま
っ

た
と
き
は
前
も
っ
て
手
続
き

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
３
月
31
日
以
前
に

交
付
さ
れ
た
認
定
証
を
お
持

ち
の
人
は
、
記
載
さ
れ
て
い

る
有
効
期
限
ま
で
外
来
診
療

に
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
改
め
て
交
付
手
続
き

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

２
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
24
年
２
月
２
日
か
ら
３

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

１
月
23
日

（
木
）
か
ら
24
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
。
た
だ
し
、

毎
週
木
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

障
害
者
手
帳
が
な
く
て
も

税
の
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
、

申
請
に
よ
り
、
障
が
い
者
に

準
ず
る
人
と
し
て
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
民
税
や
所
得
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
人
が
こ
の
認
定
書

を
持
っ
て
い
れ
ば
、
障
害
者

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上

の
人
で
、
介
護
保
険
の
要

介
護
認
定
が
、
要
介
護
１

か
ら
要
介
護
５
ま
で
の
人

●
申
請　

本
人
ま
た
は
家
族

が
、
役
場
福
祉
人
権
課
福

祉
高
齢
者
班
で
申
請
（
介

護
保
険
被
保
険
者
証
と
印

か
ん
が
必
要
で
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

栄
養
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く

お
弁
当
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す

町
で
は
、
老
衰
や
身
体
障
が

い
、
病
気
な
ど
の
理
由
で
調
理

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢

者
・
障
が
い
者
を
対
象
に
、
次

の
と
お
り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
お
弁
当
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以

上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
人
、

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人

（
18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
）
な

ど（
事
前
に
実
態
調
査
あ
り
）

●
配
食
日　

毎
週
火
曜
日
と

木
曜
日
の
夕
食
時

●
本
人
負
担
額　

一
食
に
つ

き
三
百
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人
権
課
福
祉
高

齢
者
班
ま
で

福
岡
県
の

特
定
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
し
た

福
岡
県
の
特
定
最
低
賃
金

が
平
成
25
年
12
月
10
日
か
ら

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主

の
皆
さ
ん
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
１
時
間
あ
た
り
の
最
低

賃
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
特
定
最
低
賃
金　

▽
鉄
鋼

業
、
製
鋼
な
ど
＝
８
４
８

円
▽
電
子
部
品
、
デ
バ
イ

ス
、
電
子
回
路
、
電
気
機

械
器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
製
造
業
＝
８
０
６
円

▽
輸
送
用
機
械
器
具
製
造

業
＝
８
２
８
円
▽
百
貨
店
、

総
合
ス
ー
パ
ー
＝
７
７
５

円
▽
自
動
車
（
新
車
）
小

売
業
＝
８
１
９
円

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
労
働

局
労
働
基
準
部
賃
金
課

☎
（
０
９
２
）
４
１
１
局

４
５
７
８
番
ま
で

遠
賀
川
を
軸
と
し
た

Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
遠
賀
川
流
域

リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト

遠
賀
川
河
川
事
務
所
で
は
、

「
遠
賀
川
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
」、
次
の
と

お
り
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
遠
賀
川
流

域
リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト
を
開

催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

●
と
き　

１
月
26
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文

化
ホ
ー
ル
（
田
川
市
平
松

町
３
番
３
６
号
）

●
内
容　

流
域
活
動
団
体
の

活
動
紹
介
や
流
域
の
リ
ー

ダ
ー
等
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通

省
遠
賀
川
河
川
事
務
所 

☎
２
２
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セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

寒さが大敵
凍らないように
十分な対策を

いよいよ一年で最も寒い時
期がやって来ます。寒いとき
は水道管が凍結して破裂する
ことがあります。むき出しに
なった水道管には保温チュー
ブを巻いたり、寝る前に糸が
引く程度に水を流したままに
すると凍結の予防になります。
もし水道管が凍って水が出な
くなった場合はぬるま湯をか
けて溶かしてください。熱湯
をかけると、かえって破裂す
る恐れがあります。
● 問い合わせ　役場上下水道

課上水道班まで

水道管の破裂にご注意を
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● 町の人口・11 月の人の動き

平成 26 年１月号  No.649

・人口　17,061 人
・男性　 8,111 人
・女性　 8,950 人
・世帯数  7,553 世帯

（平成25 年 11 月30日現在）

・出生  4 人
・死亡  22 人
・転入  50 人
・転出    41 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

    【白菜の旨味あんかけ】１人当たりの栄養価　305kcal

　

【しいたけのツナマヨ焼き】　１人当たりの栄養価　111kcal

テーマ
「年末年始の過ごし方!!」

■材料（６人分）
白菜（300g）、しめじ（200g）、豚スライス肉（150g）、
もち（9 個）、しょうが（20g）、しょうゆ（大さじ 3）、砂
糖（大さじ 1.5）、酒（大さじ 1.5）、中華だし（大さじ 1）、
水（300㏄）、水溶き片栗粉（適宜）、ごま油（大さじ 1）、ラー
油（好みで）

■作り方
①具材を食べやすい大きさに切る。
② しょうゆ、砂糖、酒、中華だし、水と調味料は合わせて

おく。もちも食べやすい大きさに切り、トースターで焼
いておく。

③フライパンにごま油をひき、しょうがと豚肉を炒める。
④ 次に白菜としめじを炒め、合

わせておいた調味料を入れ、
少し煮込む。

⑤ 焼いたもちを入れ、水溶き片
栗粉でとろみをつけ、仕上げ
に好みでラー油を回しかける。

■材料（６人分）
生しいたけ（12 枚）、ツナ（水煮缶）（120g）、小ねぎ（20g）、
マヨネーズ（大さじ 3）、カレー粉（小さじ 2/3）、塩（小
さじ 1/5）こしょう（適宜）

■作り方
① しいたけは石づきを除いて、笠と軸とに切り分け、軸は

みじん切りにする。
② ボウルにしいたけ以外の材料と①のしいたけの軸を入れ 

て混ぜ合わせる。
③ しいたけの笠の裏に②を等分に

のせ、予熱したオーブントース
ターでこんがりと焼き色がつく
まで５～６分焼く。

□ １ 月 の カ レ ン ダ ー　　　        　　

日 曜日 行事内容

1 祝 元日

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

８ 水

９ 木 補聴器相談（役場：11 時～ 12 時）
１歳半、３歳児健診（福祉センター）

10 金 無料法律相談（くらじの郷：12 Ｐ参照）

11 土 補聴器相談（くらて病院：９時～ 12 時）
いろりばたお話の会（歴史民俗博物館：14 Ｐ参照）

12 日 鞍手町成人式（中央公民館：受付９時 30 分～開式 10 時～）

13 月 成人の日

14 火

15 水

16 木 補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）
４か月健診（福祉センター）

17 金

18 土 補聴器相談（くらて病院：９時～ 12 時）

19 日

20 月

21 火

22 水 補聴器相談（役場：13 時～ 14 時）
乳幼児相談（福祉センター）

23 木
介護保険証交付　23 日～ 24 日
　　　　　 （役場：８時 30 分～ 17 時 15 分：15P 参照）
７か月、12 か月健診（福祉センター）

24 金

25 土

26 日

27 月
町県民税（4 期分）、国民健康保険税（８期分）納期限
後期高齢者医療保険（第７期分）納期限
心配ごと相談（くらじの郷：13 Ｐ参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～　14P 参照）

28 火 補聴器相談（くらて病院：14 時～ 16 時 30 分）

29 水

30 木

31 金

　＊＊　体をいたわるお酒の飲み方　＊＊
　1 日の適量を守れば休肝日はなくても大丈夫。（尿酸値が高
いなどの持病がある人は休肝日を設けること!!）
　適量……ビール 500㏄
　　　　　日本酒 1 合
　　　　　焼酎 0.6 合
　・お酒を飲む前に牛乳を飲む
　・薬を飲んだらお酒を飲まない
　・男性より女性の方が酔いやすいので注意

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate


